
            

             

 

平
成
二
十
七
年
二
月
十
二
日
（
木
） 

佐
久
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
佐

久
市
体
育
協
会
役
員
・
評
議
員
交
流

会
が
四
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部 

総
務
委
員
会 

 

第
二
部 

理
事
会 

 

第
三
部 

栁
田
清
二
佐
久
市
長
講
演 

第
四
部 

交
流
会 

 

特
に
講
演
会
・
交
流
会
は
栁
田
佐
久

市
長
、
楜
澤
晴
樹
教
育
長
、
山
浦
俊

彦
社
会
教
育
部
長
、
土
屋
孝
体
育
課

長
の
四
氏
を
お
迎
え
し
、
五
十
名
を

超
え
る
参
加
者
を
得
て
有
意
義
な
会

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
長

か
ら
は
、
行
政
と
体
育
協
会
と
の
連

携
に
関
わ
る
こ
と
、
お
よ
び
体
育
協

会
に
期
待
す
る
こ
と
の
視
点
か
ら
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 
 

 

栁
田
清
二
市
長
講
演
（
概
要
） 

【
講
話
の
概
要
】 

 

三
月
十
四
日
の
北
陸
新
幹
線
金
沢

ま
で
の
延
伸
・
高
速
交
通
網
整
備
に

よ
り
、
佐
久
の
益
々
の
発
展
の
可
能

性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
と
ら
え
る
。

そ
の
可
能
性
を
よ
り
高
い
も
の
と
し

て
い
く
た
め
に
、
行
政
と
体
育
協
会

と
の
強
い
連
携
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

そ
の
視
点
と
し
て
、 

一 

交
流
人
口
創
出
を
め
ざ
す 

 
 

大
会
誘
致
を
め
ざ
し
な
が
ら
体

育
協
会
と
し
て
は
競
技
力
の
向
上
、 

 

競
技
人
口
の
拡
大
を
め
ざ
し
、
行

政
と
し
て
は
財
政
的
な
支
援
・
人

的
支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
。
ス

ポ
ー
ツ
事
業
を
通
し
て
、
多
く
の

方
が
佐
久
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
け

る
環
境
を
、
行
政
と
体
協
で
整
備

し
て
い
き
た
い
。 

二 

市
民
の
健
康
増
進
へ
の
寄
与 

 
 

世
界
最
高
都
市
を
標
榜
し
て
い

る
佐
久
市
。
競
技
部
と
連
携
し
な

が
ら
体
育
協
会
が
健
康
面
で
果
た

し
て
い
る
貢
献
度
は
高
い
。
日
常

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
事
業
が
競
技
団
体
と
の
連
携
に

よ
り
、
一
層
高
ま
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。 

三 

法
人
化
に
よ
る
事
業
の
拡
大 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
あ
ゆ
み
を

進
め
る
な
ら
ば
、
収
益
事
業
が
容

易
に
な
る
。
そ
の
収
益
を
通
し
て

ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
拡
大
も
可
能
に

な
っ
て
く
る
。 

以
上
３
視
点
を
絡
ま
せ
な
が
ら
、
推

進
を
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

の
方
向
に
も
触
れ
、
佐
久
市
の
発

展
に
対
す
る
熱
い
思
い
と
体
協
へ

の
期
待
を
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
文
責 

体
協
事
務
局
池
田
） 

 

総
務
委
員
会
・
理
事
会 

総
務
委
員
会
で
は
、
土
屋
東
一
郎

法
人
化
検
討
委
員
会
委
員
長
か
ら
、

「
様
々
な
法
人
格
を
検
討
し
た
結
果
、 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
い
く
」
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
清
水
浩
会
長
は
じ
め
総
務

委
員
か
ら
承
認
を
受
け
ま
し
た
。 

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
理
事
会
に

お
い
て
は
、
伊
坂
倉
一
総
務
委
員
長

よ
り
次
の
内
容
の
報
告
を
受
け
た
。

（
概
要
を
掲
載
） 

「
昨
年
理
事
会
で
法
人
化
の
方
向

性
が
決
ま
り
、
検
討
委
員
会
を
設

け
法
人
格
の
検
討
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
本
日
、
第
三
回
総

務
委
員
会
に
お
い
て
、
土
屋
東
一

郎
委
員
長
か
ら
、
第
一
回
検
討
委

員
会
で
、
幾
種
か
の
法
人
格
を
比

較
検
討
す
る
中
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
良
い
と
決
め
た
。
」 

続
け
て
、
体
育
協
会
堀
籠
秀
幸
事
務

長
よ
り
経
緯
の
概
要
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。 

 

「
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
九
日

の
理
事
会
に
お
い
て
、
佐
久
市
体

育
協
会
の
新
た
な
方
向
（
案
）
を

提
示
し
た
。
そ
の
案
は
、『
法
人
各

を
持
つ
こ
と
』『
体
育
施
設
の
指
定

管
理
者
と
な
る
こ
と
』
で
あ
る
。

理
事
会
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度

を
目
途
に
法
人
化
さ
れ
る
よ
う
平

成
二
十
七
年
五
月
予
定
の
定
期
総

会
で
、『
法
人
化
設
立
』
の
意
志
決

定
を
行
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
法
人
の
種
類
に
つ
い

て
は
、『
法
人
化
検
討
委
員
会
』
を

設
立
し
て
検
討
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
し
た
。 

 

そ
し
て
、
検
討
委
員
会
で
は
、
一

般
社
団
法
人
、
一
般
財
団
法
人
及

び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
三
つ
の
法
人
格

を
検
討
し
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
（
い
わ
ゆ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
と

す
る
こ
と
を
決
め
、
本
日
、
総
務

委
員
会
に
報
告
し
、
た
だ
い
ま
理

事
会
に
報
告
を
し
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。 

 

今
後
は
、
お
手
元
の
資
料
『
特
定

非
営
利
法
人
（
い
わ
ゆ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
）
の
設
立
手
続
き
の
流
れ
』

に
沿
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

五
月
の
定
期
総
会
で
『
設
立
意
志

を
諮
る
』
、
十
月
頃
『
設
立
総
会
開

催
』
平
成
二
十
八
年
三
月
ま
で
に

は
、『
法
人
設
立
登
記
』
を
し
た
い
。
」 

こ
の
報
告
を
受
け
、
土
屋
清
理
事
長 

進
行
の
も
と
で
質
疑
を
受
け
、
参
加 

さ
れ
た
理
事
の
皆
様
に
提
案
さ
れ
た 

こ
と
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。 

（
注
）
堀
籠
事
務
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
設 

立
手
続
き
の
流
れ
は
、
四
ペ
ー
ジ
「
佐
久 

市
体
育
協
会
整
備
に
向
け
て
（
中
間
報
告
） 

を
ご
参
照
下
さ
い
。 
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佐
久
市
・
静
岡
市
親
善 

 
 

 
 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会 

 

毎
年
、
佐
久
市
と
静
岡
市
清
水
区
で

交
互
に
開
催
し
て
い
る
交
流
会
が
、

今
年
度
は
、
十
一
月
八
日
・
九
日
の

二
日
間
の
日
程
で
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
少
年
野

球
の
三
競
技
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

バ
レ
ー
は
清
水
区
二
チ
ー
ム
、
佐

久
市
は
「
長
土
呂
」「
み
っ
く
す
」
の

二
チ
ー
ム
に
よ
る
変
則
リ
ー
グ
戦
が

行
わ
れ
、
コ
ー
ト
上
で
互
い
の
技
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
両
市
一
チ
ー
ム

ず
つ
で
の
対
抗
戦
が
行
わ
れ
、
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

少
年
野
球
は
清
水
区
一
チ
ー
ム
、

佐
久
市
は
東
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
一
チ

ー
ム
に
よ
り
、
昼
間
の
白
熱
し
た
試

合
の
後
を
受
け
、
夜
は
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
交
流
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
第
二
部
の
交
流
会
で
は
、

お
互
い
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
を
支

え
る
基
盤
を
理
解
し
あ
る
有
意
義
な

二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。 

祝 

新
佐
久
市
誕
生
十
周
年 

第
八
回
佐
久
市
小
学
生
駅
伝
大
会 

 

十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
三
十
四

チ
ー
ム
百
九
十
四
人
の
参
加
を
得
て

駒
場
公
園
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

六
人
に
よ
る
チ
ー
ム
編
成
を
基
本

と
し
、
タ
ス
キ
リ
レ
ー
を
通
し
て
、

「
自
分
へ
の
挑
戦
・
六
人
の
絆
を
繋

げ
る
」
こ
と
に
よ
り
、
走
る
楽
し
さ

を
味
わ
う
こ
と
、
そ
し
て
、
市
内
十

六
小
学
校
の
連
携
と
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

 

市
内
全
小
学
校
か
ら
の
参
加
と
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
学
級
単
位
・

男
女
混
合
・
学
年
を
超
え
て
の
編
成
・

陸
上
ク
ラ
ブ
・
少
人
数
に
よ
る
編
成

等
多
様
な
特
徴
を
持
つ
チ
ー
ム
の
参

加
が
あ
り
、
秋
空
の
元
で
一
人
千
二

百
ｍ
の
距
離
を
、
沿
道
の
保
護
者
や

仲
間
の
声
援
を
受
け
、
元
気
一
杯
な

姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

今
年
度
は
長
野
県
市
町
村
対
抗
小

学
生
駅
伝
大
会
佐
久
市
代
表
選
手
選

考
会
を
兼
ね
て
お
り
、
個
人
の
記
録

を
も
と
に
、
男
女
三
人
ず
つ
を
選
考

し
、
二
月
よ
り
毎
週
土
曜
日
陸
上
競

技
場
で
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。 

第
四
十
八
回
佐
久
市
民
ス
ケ
ー
ト
大

会
兼
第
二
十
六
回
銀
河
連
峰
星
の
町

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
親
善
大
会 

一
月
三
日
（
土
）
相
模
原
市
か
ら

二
十
二
名
の
参
加
を
得
て
、
佐
久
市

や
周
辺
町
村
の
小
学
生
を
含
め
総
勢

六
十
八
名
に
よ
り
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

最
年
少
は
小
学
校
一
年
生
。
三
百

ｍ
の
距
離
を
一
生
懸
命
滑
る
姿
に
は

感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
高
学
年
や

中
学
生
に
な
る
と
さ
す
が
に
ス
ケ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
上
達
し
て
お
り
、
良
い

リ
ン
ク
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
、

三
人
の
選
手
が
大
会
新
記
録
を
マ
ー

ク
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
高
齢
は
七

十
歳
を
は
る
か
に
超
え
る
男
性
。
劣

え
ぬ
滑
り
に
こ
ち
ら
も
感
動
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
市
民
祭
な
ら
で
は
の
シ

ー
ン
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
市
内
小

中
学
校
に
お
け
る
ス
ケ
ー
ト
授
業
や

教
室
の
減
少
等
に
伴
う
ス
ケ
ー
ト
愛

好
者
が
少
な
く
な
り
、
参
加
者
減
が

課
題
。
来
年
度
の
参
加
者
増
を
期
待

し
ま
す
。 

  

佐
久
市
民
弓
道
大
会 

 

秋
空
が
と
て
も
清
々
し
い
十
月
の

体
育
の
日
に
、
駒
場
公
園
弓
道
場
に

お
き
ま
し
て
、
佐
久
市
民
弓
道
大
会

が
毎
年
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
大
会
は
、
市
内
の
弓
士
は
基

よ
り
近
隣
の
高
校
生
も
多
く
、
毎
回

百
五
十
名
近
い
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。 

 

昨
年
は
第
四
十
回
の
記
念
大
会
で

あ
り
、
参
加
者
が
、「
明
る
く
・
楽
し

く
・
元
気
」
に
弓
道
大
会
を
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

こ
れ
か
ら
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
大

会
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
沢

山
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

 

尚
、
弓
道
を
体
験
し
て
み
た
い
方

は
、
お
気
軽
に
弓
道
場
を
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
毎
年
五
月
に
初
心
者
弓
道

教
室
も
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
す
。 

     

 

佐
久
市
民
祭
卓
球
大
会 

 

平
成
二
十
六
年
十
二
月
七
日
（
日
）

に
佐
久
市
民
総
合
体
育
館
に
お
い
て

佐
久
市
民
体
育
祭
卓
球
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
信
濃
毎
日
新
聞
な
ど
メ

デ
ィ
ア
に
お
願
い
し
、
参
加
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、
下
は
小
学
三
年
生
か
ら

上
は
七
十
歳
越
え
の
大
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
大
勢
の
参
加
を
頂
き
ま
し
て
、
総

勢
二
百
三
十
名
の
大
会
と
な
り
ま
し

た
。 

 

昨
今
卓
球
業
界
で
は
、
福
原
愛
選

手
や
石
川
佳
純
選
手
の
活
躍
と
共
に

中
学
生
の
伊
藤
美
誠
・
平
野
美
宇
両

選
手
が
世
界
で
活
躍
す
る
な
ど
、
卓

球
愛
好
者
に
大
変
い
い
刺
激
を
与
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
影
響
か
、
若
い

選
手
が
多
く
卓
球
を
始
め
、
ま
た
、

シ
ニ
ア
の
方
達
も
、
ま
た
卓
球
を
や

っ
て
み
よ
う
と
戻
っ
て
こ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。 

 

我
々
卓
球
部
員
も
い
か
に
参
加
者

を
増
や
す
か
、
と
い
う
命
題
に
答
え

る
べ
く
日
々
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
大
会
も
エ
ン
ジ
ョ
イ
卓
球
の

部
を
新
設
し
、
初
心
者
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
部
門
を
初
め
て
の
試
み
と

し
て
行
い
ま
し
た
。
ま
だ
八
名
の
参

加
と
大
変
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

手
応
え
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

佐
久
市
体
育
協
会
と
連
携
し
、
更

に
充
実
し
た
大
会
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

  

 

    



バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

 
 

全
国
大
会
に
出
場
し
て 

 

第
二
十
三
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会
が
、
平
成
二
十

六
年
十
二
月
二
十
四
日
（
水
）
～
二

十
九
日
（
月
）
新
潟
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
大
会
は
、
都
道
府
県

対
抗
団
体
戦
と
個
人
戦
の
二
種
目
で

行
わ
れ
、
長
野
県
メ
ン
バ
ー
六
名
の

う
ち
三
名
（
磯
部
太
志
、
関
口
日
向
、

田
嶋
聡
哲
）
が
長
野
県
選
考
会
で
シ

ン
グ
ル
ス
と
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。（
と
も
に
オ
ー
ル
佐

久
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
） 

 

我
が
オ
ー
ル
佐
久
ス
ポ
ー
ツ
少
年 

  

第
五
十
回
記
念
長
野
県 

 
 

市
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会 

 
 

 

三
十
七
年
振
り
に
優
勝
！ 

 

平
成
二
十
六
年
十
月
に
行
わ
れ
た

第
五
十
回
記
念
長
野
県
市
町
村
対
抗

ゴ
ル
フ
大
会
で
、
昭
和
五
十
二
年
の

第
十
三
回
大
会
以
来
、
実
に
三
十
七

年
振
り
二
度
目
の
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。
各
選
手
は
、
佐
久
市
体
協
ゴ
ル

フ
部
の
伴
野
剛
文
さ
ん
、
田
中
孝
幸

さ
ん
、
森
泉
哲
夫
さ
ん
、
森
角
聡
さ

ん
の
四
人
で
、
合
計
ス
コ
ア
１
６
６

で
の
快
挙
で
あ
り
ま
す
。 

 

同
大
会
決
勝
は
、
県
内
四
地
区
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
四
十
チ
ー
ム
が

一
チ
ー
ム
四
人
の
ス
コ
ア
の
合
計
で

順
位
を
争
う
競
技
で
す
。 

 

一
回
目
の
会
場
と
同
じ
諏
訪
湖
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
今

年
の
大
会
は
、
雨
と
濃
霧
に
よ
り
、

三
十
ｍ
先
が
見
え
な
い
悪
天
候
の
中

で
、
９
ホ
ー
ル
パ
ー
３
６
に
短
縮
と

な
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
選
手
全
員 

団
か
ら
の
全
国
大
会
出
場
者
の
輩
出

は
六
年
ぶ
り
で
、
ま
た
、
今
回
の
よ

う
に
三
名
が
一
緒
に
出
場
す
る
快
挙

は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。 

 

全
国
大
会
で
は
、
一
回
戦
秋
田
県

に
三
対
〇
で
勝
利
し
ま
し
た
が
、
二

回
戦
で
は
強
豪
鹿
児
島
県
に
〇
対
三

で
惜
敗
し
ま
し
た
。
た
だ
、
長
野
県

男
子
の
一
回
戦
突
破
は
三
年
ぶ
り
で

し
た
の
で
、
本
当
に
良
く
戦
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
糧
に
、
更

な
る
飛
躍
を
誓
い
、
日
々
の
練
習
に

打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。 

    

が
佐
久
の
看
板
を
背
負
い
、
ゴ
ル
フ

部
の
結
束
に
つ
な
が
る
優
勝
だ
と
思

い
ま
す
。 

 

体
協
ゴ
ル
フ
部
は
、
市
民
ゴ
ル
フ

大
会
、
ゴ
ル
フ
教
室
、a

b
n

ジ
ュ
ニ

ア
ゴ
ル
フ
大
会
を
支
援
し
、
ゴ
ル
フ

の
拡
大
・
普
及
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

 

    

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
栃
木 

 

２
０
１
４
大
会
」
に
参
加
し
て 

 
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
な
ご
や
か 

 

佐
久
愛
球
会
の
推
薦
で
、
十
月
四

日
よ
り
七
日
に
宇
都
宮
市
の
陸
上
競

技
場
で
開
幕
し
、
県
内
二
十
市
町
村

で
行
わ
れ
、
各
県
と
二
十
政
令
都
市

の
選
手
団
、
六
十
代
～
九
十
代
の
約

一
万
人
が
競
う
第
二
十
七
回
全
国
健

康
福
祉
祭
栃
木
大
会
に
長
野
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。 

 

十
月
三
日
に
佐
久
市
発
、
同
日
夜

宿
舎
に
て
結
団
式
、
四
日
に
常
陸
宮 

ご
夫
妻
を
迎
え
た
開
会
式
で
は
、
一

万
人
が
入
場
行
進
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
五
日
、
六
日
は
う
っ
て
か
わ

っ
て
手
公
が
崩
れ
、
競
技
場
の
水
は

け
が
悪
く
、
水
田
化
し
て
し
ま
い
、

競
技
中
止
と
な
り
、
長
野
県
代
表
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
小
布
施
と
な
ご

や
か
の
二
チ
ー
ム
は
、
七
日
に
長
野

に
帰
り
ま
し
た
。
県
代
表
と
し
て
出

場
し
た
縁
で
、
佐
久
市
の
な
ご
や
か 

船
越
義
珍
杯
第
十
三
回
少
年
世
界
空

手
道
選
手
権
大
会
に
参
加
し
て 

 

岩
村
田
小
学
校
四
年 

加
藤
大
誠 

 

船
越
義
珍
杯
を
知
っ
た
時
か
ら
、

そ
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
僕
の
夢
に

な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
出
ら
れ
る

こ
と
に
な
た
時
は
本
当
に
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。 

 

十
月
十
七
日
、
日
本
武
道
館 

十
歳
の
部
本
番
前
は
と
て
も
緊
張
し

た
け
ど
、
自
分
を
信
じ
て
思
い
切
り

打
っ
た
エ
ン
ピ
。
結
果
は
二
位
で
悔

し
か
っ
た
け
ど
、
頑
張
れ
た
の
は
、

先
生
や
道
場
の
み
ん
な
、
家
族
の
支

え
の
お
か
げ
で
す
。 

  

チ
ー
ム
と
小
布
施
チ
ー
ム
は
、
こ
れ

を
契
機
に
お
互
い
交
流
の
場
を
設
け
、

切
磋
琢
磨
し
、
再
来
年
以
降
の
出
場

を
め
ざ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
大
会
参
加
に
あ
た
り
、
関

係
各
位
に
多
大
な
ご
協
力
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各
位
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

大
会
に
出
て
船
越
先
生
の
思
い
が

世
界
中
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
言

葉
や
文
化
が
違
っ
て
も
、
空
手
道
で

つ
な
が
っ
て
い
る
仲
間
が
沢
山
い
る

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。 

 

世
界
大
会
は
夢
み
た
い
な
場
所
で

し
た
。
ま
た
。
あ
の
場
所
に
経
っ
て

今
度
こ
そ
は
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
り
た
い
で
す
。 

            

  
 

 

法
人
化
へ
向
け
て
、
正
副
会
長
・
法

人
化
検
討
委
員
・
事
務
局
職
員
で
東

御
市
に
視
察
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

ト

ピ

ッ

ク

ス 



                                        

                                        

                    

     

               

                    

 

   

        

                      

      

            

男子１００Ｗ ２位 大工原、小山（佐久卓振会）  

女子１００Ｗ ２位 武井（佐久ｸﾗﾌﾞ）高橋（佐久ＴＴＣ）  

混合８０Ｗ  ２位 小山（佐久卓振会）小平（佐久ＴＴＣ）  

混合１００Ｗ ３位 小相沢（佐久卓振会）高橋（佐久ＴＴＣ）  

 

●長野県健康福祉祭（南長野運動公園）  

 男子１００Ｗ ３位 小相沢、小山（佐久卓振会）  

 

●信州ﾁｬﾚﾝｼﾞｽﾎﾟｰﾂ DAY2014（塩尻市楢川屋内運動場）  

 団体     ３位 赤座、佐藤、小松、岩松、新海、小林（佐久 TTC） 

           小山、湯瀬（佐久卓振会）  

           出間、平林（すみれクラブ）  

 

●長野県スポーツ少年団競技別交流会（塩尻市楢川屋内運動場）  

 小学生男子  ２位 佐久卓振会 Jr（長谷川、笠原、佐藤航、佐藤海） 

 

●長野県ホープス選抜卓球大会（岡谷市民総合体育館）  

 小学生３年  ３位 佐藤航希（佐久卓振会 Jｒ）  

 小学生５年  ３位 佐藤海翔（佐久卓振会 Jｒ）  

 

●全日本卓球選手権長野県予選（岡谷市民総合体育館）  

 カブの部   ３位 佐藤航希（佐久卓振会 Jｒ）  

 

 

 

●第１５回北信越少年少女レスリング選手権大会  

 第１１回北信越少年少女レスリング選手権大会  

 平成２６年１１月８日（土）～９日（日）いしかわ総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

 ５県選抜ﾁｰﾑ対抗戦 優勝 長野県チーム  

幼年 19 ㎏級   優勝 依田朋樹（浅間幼稚園年長）  

1,2 年  24 ㎏級   優勝 関 直人（岩村田小２年）  

1,2 年  28 ㎏級   優勝 依田晴樹（高瀬小２年）  

3,4 年  26 ㎏級   優勝 井上雄星（岩村田小４年）  

5,6 年  36 ㎏級   ２位 白鳥夏希（浅科小５年）  

 中学生女子 57 ㎏級 優勝 井出千晴（佐久長聖中３年）  

  

●第５回東京都知事杯全国中学選抜レスリング選手権  

 平成２６年１１月２３日（土）～２４日（日）  

 駒沢オリンピック公園総合運動場体育館  

 57 ㎏級       ３位 井出千晴（佐久長聖中３年）  

 

●第２６回長野県少年少女レスリング選手権大会  

 平成２６年１２月１４日（日）（北佐久農業高校体育館）  

 幼年 B      ２位 依田朋樹（浅間幼稚園年長）  

 1,2 年 軽量    優勝 井上いまり（岩村田小２年）  

 1,2 年 中量    優勝 関 直人（岩村田小２年）  

 1,2 年 重量    優勝 依田晴樹（高瀬小２年）  

 3,4 年 軽量    優勝 井上雄星（岩村田小４年）  

 5,6 年 中量    優勝 白鳥夏希（浅科小５年）  

 

 

 

 

 

 

第４６回望月青少年剣道大会小学生個人戦の部（Ｐ６に続く）  

 １年生男子 優勝  依田大輝（協和育成会）  

 ２年生男子 優勝  佐藤壱樹（本牧育成会）  

 ３年生男子 優勝  菊池尚史（佐久市剣道ｽﾎﾟｰﾂ少年団）  

 ４年生男子 優勝  太田京平（佐久市剣道ｽﾎﾟｰﾂ少年団  

 ５年生男子 優勝  井出基嵩（興武館丸山道場）  

 ６年生男子 優勝  高山哲治（佐久市剣道ｽﾎﾟｰﾂ少年団）  

 １年生女子 優勝  佐藤結菜（本牧育成会）  

 ２年生女子 優勝  豊永夏帆（臼田少年剣道クラブ）  

 ３年生女子 優勝  太田桃子（佐久市剣道ｽﾎﾟｰﾂ少年団）  

 ４年生女子 優勝  花里心音（佐久市剣道ｽﾎﾟｰﾂ少年団）  

 ５年生女子 優勝  三辻帆海（佐久市剣道ｽﾎﾟｰﾂ少年団）  

 

 

 

 

●第１５回長野県ジュニア空手道選手権大会  

 平成２６年９月１４日（日）駒ヶ根市武道館  

 小学６年女子組手の部 鈴木日和（岩村田小） 準優勝  

 小学６年男子形の部  小林理央（岩村田小） ３位  

 小学４年女子組手の部 望月利咲（千曲小）  ３位  

 小学４年女子形の部  小林來凪（岩村田小） 準優勝  

            望月利咲（千曲小）  ４位  

 小学４年男子組手の部 市川颯雅（田口小）  ４位  

 小学４年男子形の部  加藤大誠（岩村田小） 準優勝  

以上４位以内選手は北信越小中空手道選手権大会への出場権を得る。  

 

●船越義珍杯少年世界空手道選手権大会  

 平成２６年１０月１７日（金）日本武道館  

 １０歳男子形の部   加藤大誠（岩村田小） 準優勝  

 

●北信越小中空手道選手権大会  

 平成２６年１０月１９日（日）松本市総合体育館  

 小学４年女子組手の部 望月利咲（千曲小）  準優勝  

 小学４年女子形の部  小林來凪（岩村田小） ３位  

 小学４年男子形の部  加藤大誠（岩村田小） 優勝  

 

●北信越空手道選手権大会  

 平成２６年１１月１６日（日）松本市総合体育館  

 一般組手の部     三苫雄大（佐久協会） ４位  

 小学４年女子組手の部 望月利咲（千曲小）  優勝  

 小学４年女子形の部  小林來凪（岩村田小） ３位  

 小学４年男子形の部  加藤大誠（岩村田小） 優勝  

 小学３年女子形の部  小林凛珠（岩村田小） ４位  

 

 

 

●第１９回全国小学生ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ都道府県団体対抗  

代表選手選考会 平成２６年９月 日（ ）  

男子シングルス 磯部太志（ｵｰﾙ佐久スポ少）  優勝  

男子ダブルス  田嶋聡哲（ｵｰﾙ佐久スポ少）  優勝  

        関口日向（ｵｰﾙ佐久スポ少）  

 

●第２３回全国小学生ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ選手権大会都道府県団体戦  

 平成２６年１２月２５日（木）２６日（金）新潟県  

 １回戦  長野県 ３－０ 秋田県  

 ２回戦  長野県 ０－３ 鹿児島県  

 磯部太志、田嶋聡哲、関口日向の３名が出場  

 

 

 

●第５０回記念長野県市町村対抗ゴルフ大会  

 平成２６年１０月２２日（水）諏訪湖ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 

 団体戦 優勝  スコア１６６  

選手：伴野剛文、田中孝幸、森泉哲夫、森角 聡  

 

●長崎がんばらん国体 長崎国際ゴルフ倶楽部  

 平成２６年１０月１２日（日）～１４日（火）  

 個人戦 田中孝幸 １１１位 スコア８０  

 団体戦 ４７位 スコア２４６  

選手：伴野剛文、田中孝幸、森泉哲夫、森角 聡  

 

 

 

●長野県卓球連盟杯（小諸市総合体育館）  

男子団体 ３位 佐久卓振会（武川、小相沢、小山）  

     ３位 佐久ＴＴＣ（小野瀬、浅川、大工原）  

女子団体 ３位 佐久ＴＴＣ（高橋、小林、新海）  

 

●長野県ラージボール卓球大会（安曇野市堀金体育館）  

団体     優勝 小相沢、小山（佐久卓振会）  

          武井（佐久クラブ）高橋（佐久ＴＴＣ）  

 男子５０歳  優勝 小相沢徳一（佐久卓振会）  

女子５０歳  優勝 武井裕子（佐久クラブ）  

女子４０歳  ２位 高橋和美（佐久ＴＴＣ）  

男子一般   ３位 小野瀬和男（佐久ＴＴＣ）  

男子８０Ｗ  ２位 小相沢（佐久卓振会） 小野瀬（佐久ＴＴＣ）    

県大会以上の成績  

空手道部  

ゴルフ部  

卓球部  

レスリングの部  

バドミントン部  

支部活動結果  



 

････ 佐久市体育協会組織整備に向けて････                          

＜＜＜中間報告＞＞＞  

初めに  

 佐久市では「生涯スポーツの向上を図るためには、陸上競技場を始め、各種スポーツ施設の充実を進めるとともに、スポーツ人

口の拡大と競技力の向上を図る必要があり、今後様々な市民のニーズへの対応にあたり、佐久市にあったスポーツ振興を図るた

め、佐久市体育協会の組織体制を早急に整備する必要がある。」と考え、平成２６年度から体育協会事務局の充実を図るため、専

従職員の人件費及び事務費を補助し、支援をすることになりました。そこで、佐久市体育協会では特別会計を設け、これに対応

してきました。  

以下、その経過について報告します。  

 

経過 

 平成２６年度、事務局では「事業の現状把握・課題整理」に着手し、「先進地視察・課題整理」を経て「体協体制整備構想策定」 

 へと検討を進めてきました。  

 その検討を受け  

 平成２６年１０月２９日、佐久市体育協会理事会において、「佐久市体育協会組織体制整備の一方向」と題し、体育協会の新たな

方向（案）を提示しました。  

 その案は  

 「法人格を持つ」ことと「佐久市体育施設指定管理者となること」です。  

 「法人格を持つ」ことでは、５つの「変わること・メリット」と「変わらないこと」を説明しました。  

   「変わらないこと」それは、  

  １ 基本的には現組織と概ね変わることはない。  

  ２ 定款は、法人格に合う定款とするが、現規約精神を大きく変えることはない。  

  ３ 各支部活動や各競技部諸事業への補助金は現行を引き継ぐ。  

    ことです。  

 「佐久市体育施設指定管理者となる」ことでは、４つの「メリット」と「課題・大事にすること」を説明しました。  

   「課題・大事にすること」それは、  

  １ 利用者サイドを大事にしながら、これまで佐久市体育課が市民・競技団体と培ってきた貸与に関わる信頼関係を引き継ぐ

こと。  

  ２ 特定の競技部・団体が優先的にならないようにすること。  

    です。  

 そして、本協会として考えられる法人格は、ＮＰＯ、一般社団及び一般財団の３法人であると説明しました。  

 

理事会の決定事項  

 理事会に先立つこと２回の総務委員会の審議状況を示す中で、理事会の決定事項は次の通りです。  

  １ 平成２８年度を目途に法人化されるよう平成２７年５月（予定）の定期総会で「法人設立」の意志を諮る。 

  ２ 法人の種類については、「法人化検討委員会」を設立し、検討していく。  

 

そして、検討委員会では 

 地域性を考慮する中で各副会長を中心とした７名の理事が検討委員会委員に選任され、協議を行ってきました。  

  その中で、委員会での決定事項は次のとおりです。  

  １ 法人の種類は、「特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）」とする。  

 

今後は  

 次の「特定非営利法人（いわゆるＮＰＯ法人）の設立手続きの流れ」に沿って進めて参ります。  

 

特定非営利活動法人（いわゆるＮＰＯ法人）の設立手続きの流れ（予定）  

                             

        

               

 

 

 

 

 

 

                    (H27.5)       (H27.10)                   (H28.3) 

 

これからも佐久市体育協会新組織に向けて、ご理解ご協力をお願いします。  
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支
部
活
動 

 

新
佐
久
市
誕
生
十
周
年
記
念 

 

第
四
十
六
回
望
月
青
少
年
剣
道
大
会 

 
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
二
日

（
日
）
百
二
十
三
名
の
剣
士
の
参
加

を
得
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
は
、
四
十
六
年
の
伝
統
を

誇
り
、
日
頃
剣
道
を
通
し
て
心
身
を

鍛
練
し
て
い
る
青
少
年
が
一
堂
に
会

す
る
こ
と
で
、
親
睦
を
図
り
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

【
団
体
戦
】 

小
学
生
男
子 

興
部
館
丸
山
道
場 

小
学
生
女
子 

市
剣
道
ス
ポ
ー
ツ 

中
学
生
男
子 

野
沢
中
Ａ
「
少
年
団 

中
学
生
女
子 

浅
間
中
Ａ 

 

長
野
県
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
佐
久
支
部
三
十
周
年
記
念 

 

昭
和
六
十
年
に
佐
久
支
部
が
設
立

さ
れ
、
早
三
十
年
。「
女
性
の
手
で
大

会
運
営
を
」
と
い
う
言
葉
が
定
着
し

た
中
で
、
更
に
進
化
し
た
「
佐
久
支

部
」
が
無
事
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
偏
に

関
係
各
位
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援 

と
官
印
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、

充
実
し
た
支
部
と
し
て
今
日
に
至
り

ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

清
水
顧
問
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先

輩
方
が
築
き
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
佐

久
支
部
は
、
県
連
盟
内
で
も
皆
か
ら

羨
ま
し
が
ら
れ
る
程
団
結
力
の
強
い

支
部
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
二

年
に
「
県
連
」
今
年
は
「
れ
っ
ち
ゃ

ん
杯
」
と
、
二
つ
の
佐
久
大
会
を
開

催
し
て
み
て
、
理
事
さ
ん
は
じ
め
役 

【
個
人
戦 

中
学
生
の
部
】 

男
子
一
年
生 

荻
原
泰
輝
（
望
月
中
） 

男
子
二
年
生 

井
出
裕
貴
（
浅
間
中
） 

女
子
一
年
生 

鷹
野
七
海
（
浅
間
中
） 

女
子
二
年
生 

赤
石
美
空
（
浅
間
中
） 

 

員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
会
員
の
皆
さ

ん
が
分
担
さ
れ
た
仕
事
を
責
任
も
っ

て
こ
な
し
、
多
く
の
県
内
チ
ー
ム
の

方
々
を
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、

両
大
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

「
生
涯
バ
レ
ー
」
を
合
い
言
葉
に 

「
全
国
い
そ
じ
・
こ
と
ぶ
き
・
お
ふ

く
」
と
、
オ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー
全
開
の

佐
久
支
部
で
す
が
、
仲
間
と
の
絆
を

大
切
に
し
、
粘
り
強
く
ボ
ー
ル
を
繋

ぐ
姿
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
全
国
マ

マ
さ
ん
・
冬
季
大
会
と
全
国
へ
の
切

符
を
手
に
す
る
チ
ー
ム
を
送
り
出
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
バ
レ
ー
が

続
け
ら
れ
る
こ
と
を
家
族
に
感
謝
し
、

大
会
で
一
つ
ず
つ
勝
ち
進
む
喜
び
を

か
み
し
め
な
が
ら
、
チ
ー
ム
作
り
に

磨
き
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

第
十
回
浅
科
地
区
綱
引
き
大
会 

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
二
日
（
日
）

各
区
小
学
生
九
チ
ー
ム
、
七
十
三
名

の
参
加
を
得
て
、
浅
科
中
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
お
よ
そ
三
十
年
の
歴
史
を
数
え
、

か
つ
て
は
大
人
の
部
を
含
め
た
地
域

あ
げ
て
の
大
会
で
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
地
域
の
健
全
育
成
の
一
事
業
と

し
て
伝
統
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。 

【
小
学
生
の
部
】 

優
勝
八
幡
レ
ッ
ド 

準
優
勝
上
原 

第
三
位
八
幡
パ
ー
プ
ル 

 
※

こ
の
他
の
参
加
チ
ー
ム 

塩
名
田
ハ
ッ
ピ
ー
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塩
名
田
ド
リ
ー
ム
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御
馬
寄
リ
ト
ル
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ 

舟

久
保
Ｆ
Ｋ
Ｂ 

下
原
っ
子
レ
イ
ズ 

下
原

っ
子
ブ
レ
イ
ズ 

 
 

役
員
も
若
返
り
が
進
ん
で
お
り
ま

す
が
、
伝
統
を
守
り
つ
つ
四
十
周
年

に
向
け
、
更
に
支
部
が
発
展
す
る
こ

と
を
願
い
、
三
十
周
年
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。 

  

 

お
知
ら
せ 

 

新
佐
久
市
誕
生
十
周
年
記
念 

 

第
五
十
三
回
佐
久
鯉 

 
 

 

マ
ラ
ソ
ン
大
会 

期
日
：
平
成
二
十
七
年
五
月
四
日
（
月
） 

コ
ー
ス
：
駒
場
公
園
発
着 

主
催
：
佐
久
市
観
光
協
会 

主
管
：
佐
久
陸
協
、
体
協
陸
上
部 

 

素
晴
ら
し
い
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
の

記
念
大
会
で
す
。
申
込
は
佐
久
市
観

光
協
会
・
市
役
所
各
支
所
建
設
係
・

佐
久
市
総
合
体
育
館 

各
窓
口 

【
ゲ
ス
ト
紹
介
】 

上
野
裕
一
郎 

 
 

所
属
：
Ｄe

Ｎ
Ａ
陸
上
部 

佐
久
市
平
井
生
ま
れ
で
、
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。 

塚
田
真
希 

 
元
日
本
女
子
柔
道
代
表
選
手 

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル 

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
ル 

 

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

新
佐
久
市
誕
生
十
周
年 

第
四
十
八
回
佐
久
市
強
歩
大
会 

期
日
：
平
成
二
十
七
年
四
月 

 
 

 
 

 
 

二
十
五
日
（
土
） 

 
 

 
 

 
 

二
十
六
日
（
日
） 

 
※

例
年
よ
り
一
週
間
遅
い
開
催
と

な
り
ま
す
。 

申
込
は
、
三
月
十
三
日
で
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。 

 

佐
久
市
体
育
協
会
は
後
援
団
体
と

し
て
運
営
に
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
胎
教
役
員
や
部
員
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

 

関
係
各
位
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と

ご
理
解
に
よ
り
ま
し
て
、
今
年
度
第

二
号
通
算
第
十
七
号
の
機
関
誌
を
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

市
民
の
体
力
と
健
康
増
進
の
為
、

本
年
度
も
各
競
技
部
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
寄
与
で
き
ま
し
た
こ
と

を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に

県
大
会
、
全
国
大
会
等
の
出
場
報
告

が
あ
り
、
関
係
す
る
皆
さ
ん
の
ご
尽

力
に
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

日
頃
、
佐
久
市
体
育
協
会
に
ご
支

援
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
賛
助
会

員
の
皆
様
方
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
体
育
協
会
と
し
て
、

法
人
化
を
進
め
、
世
界
最
高
健
康
都

市
を
め
ざ
す
佐
久
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
中
核
と
し
て
、
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
充
実
に
精
一
杯
努
力
を
し
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

編
集
委
員
長 

丸
山
俊
雄 

役
員
も
若
返
り
が
進
ん
で
お
り
ま

す
が
、
伝
統
を
守
り
つ
つ
四
十
周
年

に
向
け
更
に
支
部
が
発
展
す
る
こ
と

を
願
い
、
三
十
周
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。 

  


